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察］DR4004（2．5－10mg／kg）の投与により、ホール
ボード試験におけるマウスの総行動距離が用量依存
的かつ有意に抑制された。一方、マウスの自発運動活
性は、DR4004（10mg／kg）の投与では全く影響を受け
なかった。さらには、DR4004（10　mg／kg）の投与によ
りホールボード試験における総行動距離が低下した
マウスでは、扁桃体におけるドパミン（DA）および
5－HT代謝回転が有意に減少していた。以上の結果よ
り、5－HT，受容体が情動性の調節に関与しているこ
と、さらには、その調節機構として扁桃体のDAおよ
び5－HT神経系が重要な役割を担っていることが示唆
された。
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【目的】制限給餌あるいは摂食障害が、運動過多を特
徴とする活動性ストレス状況を惹起することが知ら
れている。我々は、先に、ラットに活動性ストレスを
負荷することにより惹起される血糖値の減少及び走
行運動量の増加が、グルコース溶液を投与することに
より抑制されることを報告してきた。本研究では、活
動性ストレスが誘発する情動性及び脳内モノアミン
神経系の変化に対するグルコース投与の効果につい
て、行動学的・神経化学的検討を行った。［方法］実験
には、6週齢のSD系雄性ラットを用いた。活動性スト
レスは、ラットを回転籠付き個別ケージ内において1
日1時間の制限給餌条件下で、7日間飼育することに
より反復負荷した。また、活動性ストレスの反復負荷
過程を通じて、0．125、0．25、あるいは05Mグルコース
溶液を自由摂取させた。活動性ストレス負荷ラットの
情動行動をホールボード試験で評価した後に全脳を
摘出し、大脳皮質前頭部、視床下部、扁桃体、海馬、中
脳、線条体および中隔野を分画した。各脳組織中のノ
ルエピネフリン（NE）、セロトニン（5－HT）及びその
代謝物量を高速液体クロマトグラフィー・クーロメト
リーシステムを用いて測定した。［結果及び考察］活動
性ストレスの負荷により情動行動が抑制される傾向
が認められたが、この行動変化は、グルコース溶液の
投与により回復した。また、活動性ストレスの負荷に
より、本研究で検討した脳部位全てにおいてNE及び
5－HT代謝回転の増加が認められ、これらの神経化学
的変化もまた、グルコース溶液の投与により抑制され
た。以上の結果より、活動性ストレスの負荷により情
動性の抑制傾向や脳内NE及び5－HT神経の活性化が
惹起されることが明らかとなった。これらの発現メカ
ニズムに生体内グルコース動態が関与する事が示唆
された。
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　内野　善生
　Axonal　pathways，　projection　levels　and　locations　of
horizontal　semicircular　canal　nerve一一activated　ves－
tibulospinal　neurons　（HCNs）　were　studied．　Stimulating
electrodes　were　inserted　into　the　C　1－C2　j　unction，　C3，　T　l
and　L3　segments　to　activate　HCNs　antidromically．　We
also　stimulated　the　oculomotor　nuclei　（OMN）　to　exam－
ine　whether　HCNs　have　the　ascending　branches．　The
maj　ority　of　the　HCNs　（48／56）　descended　through　the
medial　vestibulospinal　tract　（MVST）　and　remaining　8
HCNs　descended　through　the　ipsilateral　（i一）　lateral
vestibulospinal　tract．　Of　the　28　HCNs　descending
through　the　contralateral　MVST，　24　were　antidromically
activated　from　the　OMN，　whereas　only　one　of　20
descending　through　i－MVST　was　activated　from　the
OMN．　Most　HCNs　were　activated　antidromically　only
from　the　cervical　segment，　although　none　from　the　L3
segrnent．
（8）
